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平成 7- 8年度に導入された第 2世代タンデ トロン加速器質量分析計 (加速器年

代測定システム,第 2号機)はメーカーによる性能試験が無事終了し,続いて研究

者自身による試験を準備している.これは,年代が既知の試料について正確に年代

値が出せるか否かの試験,及び4Cバックグラウンドの試験である.14Cバックグラウ

ンドが低ければ,より古い年代まで測定できる.実試料の測定開始は夏頃になると

考えている.

本報告書に述べ られているように,2号機では, 1号機に比べで 4C年代測定の諸

性能が大幅に向上する.例えば,2万年前より若い年代の試料では,測定誤差は

±20-±30年まで小さくすることが可能となり,試料 1個あたりの測定時間は30分

程度に短縮され,年間あた り3,000個程度の試料が測定できる能力を持つ.また,6

万年前に遡る年代測定も可能になると期待される.

1号機, 2号機のこれか らの利用計画に際して, 1号機を用いたこれまでの研究

実績を総括するためにこのシンポジウムを開催した.シンポジウムには80名を越

える参加者があり,活発な質疑応答があった.14C年代測定の利用者や関連する研究

に従事される方,また考古学 ｡文化財マニア等がこれ らの年代測定システムに対し

て持っておられる興味の深さがうかがい知れる.

今回の特別講演では,広大な太平洋におけるモンゴロイ ド集団の移動 ･拡散 ･適

応を一貫して研究してこられた,京都大学霊長類研究所の片山一道教授にお願いし

た.片山先生が計画された海外学術調査である1993-1994年のクック諸島マンガイア

島の調査には,当センターの小田 ｡中村が同行し,試料採取を行った.それらの試

料の一部はタンデ トロン1号機で4C年代測定が実施されてお り,本報告書に掲載さ

れている.

時間の関係で一般講演扱いとしたが,京都教育大学 ･坂東忠司先生,福井教育大

学の山本博文先生には地質関連試料の14C年代測定の応用例,国立歴史民俗博物館の

辻 誠一郎先生には考古遺物試料への高精度14C年代測定の応用例,愛知文教大学の

増田 孝先生,広島大学名誉教授の吉沢康和先生には文化財資料,特に古文書資料

への応用例を紹介 していただいた.また,元興寺文化財研究所の山田哲也先生には

り -



古代鉄の謎解きへの利用について,富山県小矢部市教育委員会の伊藤隆三先生には,

富山県桜町遺跡の特徴,考古学研究の上での同遺跡の重要性ど4C年代測定実施の必

要性について報告していただいた.これらの応用分野は,高精度 ･高正確度の14C年

代測定が可能な2号機では益々重要になることが予想される.

以上の講演に加えて,第 1世代機を利用して実施された種々の独創的な研究の成

果 を,利用者の方々に報告 していただいた.また,参加者の皆さんには活発なご討

論に加わっていただいた.さらに,講演の一部については講演内容をまとめた論文

を寄稿いただいた.表 1に示すプログラムの中で,*印の付いた講演については,

論文を寄稿いただいている.今後の研究にとって参考になることが期待される.

蓑 1 名古屋大学タンデ トロン加速器質量分析計シンポジ

挨拶 足立 守 (年代測定資料研究センター長)

特別講演

1.

一般講演
*1.

片山一道 (京都大学霊長類研究所)

｢南太平洋に広がったモンゴロイ ド｣

中村俊夫 (名古屋大学年代測定セ)
｢名古屋大学タンデ トロン 1号機の実績と現状｣

pログう

*2. 丹生越子 (名古屋大学年代測定セ)
｢名古屋大学タンデ トロン2号機のアクセプタンステス トの結果｣

*3. 成瀬由紀子 (名古屋大学太陽地球環境研)

｢年輪年代較正のための大気圏核爆発実験の影響の測定｣

*4. 米延仁志 (鳴門教育大学学校教育学部)

｢樹木年輪にみられるツングースカイベントの影響｣

*5. 高橋 浩 (名古屋大学理学部)

｢南極湖沼内で生育した藻類の14C濃度｣

*6. 坂東忠司 (京都教育大学理学部)
｢昭和基地周辺湖沼の藻類堆積物か ら環境変化を探る試み｣

*7. 山本博文 (福井大学教育学部)

｢越前海岸の岩礁に残る穿孔貝の加速器14C年代と活断層の活動履歴｣

*8. 辻誠一郎 (国立歴史民俗博物館)
｢AMS年代測定をめぐる考古 ｡歴史学の社会情勢｣
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*9. 小田寛貴 (名古屋大学年代測定セ)
｢タンデ トロン1号機による文化財資料の14C 年代測定｣

*10.増田 孝 (愛知文教大学)
｢書跡史の立場から見た14C年代測定の可能性と限界｣

*11.吉沢康和 (広島大学名誉教授)
｢古経典の14C 年代測定｣

*12.小野直俊 (名古屋大学工学部)
｢古代鉄の製造技術に関する冶金学的 ･年代学的考察｣

*13.山田哲也 (元興寺文化財研究所)
｢古代鉄製品年代測定に関する基礎的研究｣

14.伊藤隆三 (富山県小矢部市教育委員会)
｢4000年前の桜町追跡｣

*15.池田晃子 (名古屋大学年代測定セ)
｢コラーゲンを含む試料の調製について｣
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